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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では，資産蓄積と健康蓄積の実態について日本の個票データを用いた計量分析を
行い，主に次の 4 つ結果を得た．予備的な行動は個人の時間やリスクに関する選好により
左右されると同時に，この行動が健康状態を変える，中の下階級の家計では母親が市場労
働を行うと調理といった健康促進行動が阻害されやすい，親が失業すると生まれてくる子
どもの健康状態が阻害される，貧しい家計ほど健康状態が悪いという関係は相関関係では
なく因果関係として存在する． 
 
研究成果の概要（英文）： 
I conducted several empirical analyses on the relationship between wealth 
accumulation and health accumulation, using different kinds of Japanese individual 
data. The main results are as follows. First, individual preferences for time and risk 
are the important factors determining precautionary behaviors, which indeed changes 
health status. Second, the health-related activities, say food preparation, may be 
disturbed by mother's labor force participation in lower middle classes. Third, parent's 
unemployment deteriorates health condition of newborn babies. Fourth, the 
relationship between wealth and health is not a simple correlation, but a real 
causation from more wealth to better health.  
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１．研究開始当初の背景 
 豊かさと健康状態の良さは強い相関関係
があると言われる．しかしながら，豊かにな
ると健康状態が高まるという豊かさから健
康状態への真の因果関係があるかどうかに

ついては必ずしも明らかにされていなかっ
た．金銭的な豊かさだけではなく精神的な豊
かさにつながる健康状態にも人々の間で乖
離があり，両者が正の相関を持つならば格差
は通常語られるよりも大きいと考えられる．
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豊かであることが健康を生み出すのかとい
った真の因果関係の有無の検証，その背後に
あり豊かさと健康を同時に促す要因と考え
られる「予備的行動」の存在を検証すること
が重要であるとされていた． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，資産蓄積と健康蓄積の実
態について，日本の個票データを用いた計量
分析を行い，(1)何が予備的貯蓄と予備的な
時間投資の同時決定を規定するのか，(2)予
備的な行動は資産と健康の蓄積結果を変え
るのか，(3)資産と健康の格差に関係はある
のかの 3点を明らかにすることにあった． 
  
３．研究の方法 
 仮説(1)と(2)の検証には，研究者が独自に
行ったアンケート調査（大阪府下での無作為
抽出による聞き取り調査）を用いて，「どの
ような個人属性と家計属性が予備的な健康
行動を促すか」「予備的な行動は健康状態を
高めるか」を分析した．そこでは，複数の予
備的行動の決定と健康状態が同時に決定す
るモデルを採用した． 
 別の分析方法として，日本全体で行われた
大規模パネルデータ（Scanner panel data）
を用いて，資産蓄積や豊かさが家庭内におけ
る健康を生み出す行動（調理活動）をどのよ
うに変えるのかを分析した． 
 仮説(3)の検証には，都道府県別パネル調
査を用いて，親の失業や一時的な貧困が次世
代の子の健康状態（生まれてくる子どもの健
康状態）に与える影響を分析した．分析には，
データでは捉えきれない要素の問題を，パネ
ルデータ分析での誤差項に時間と県の２つ
の要素を確率項として捉えた変量効果モデ
ルを採用した． 
 別の分析方法として，個人の健康状態が分
かる長期パネル調査を用いて，過去に蓄積さ
れた資産が健康状態を高めるかを分析した．
分析には，個人の健康状態の異時点間の変化
（ダイナミックス）を捉えた．健康状態は良
いか悪いかの 2段階ではなく，より詳細な情
報を含む 4段階の指標を用いた．計量分析に
おいては，誤差項における系列相関と，個人
の異質性を捉える項の相関を考慮するモデ
ルを採用した． 
 
４．研究成果 
【仮説(1)(2)の検証】 
 どのような人が予備的な行動をとるのか，
予備的な行動をとる人ほど健康状態や資産
状況が高まるのかについて，主に３つの研究
成果を発表した．まず，研究者自身が 2006
年に行った『家計のリスクに関する調査』を
用いて分析した．分析により，禁煙や良い食
事といった生活習慣や睡眠時間の確保が，将

来の健康状態を良くすることを明らかにし
た．分析には Multi-variate probit モデル
を用いており，健康状態が高まりやすい人ほ
ど予備的行動を取りやすいという逆の因果
関係による内生性の問題を取り除いている．
操作変数として，個人のリスク回避度や時間
選好率などの個人属性を用いることで，それ
らが予備的行動のとりやすさに影響するこ
とも確認された．分析の主要結果は「予防状
態と健康状態」として『医療経済研究』に掲
載した（2010 年）． 
 ２つ目に，豊かさによって健康を作り出す
ための行動（具体的には調理という家計生産）
に差が存在するかについて分析した．分析に
は，各家計の毎日の支出項目が詳細に分かる
データを用いることで，家計が食材と時間を
投入することで健康によい食事を行ってい
るかに注目した．購入品から家計生産を計測
することにより，ほとんどの先行研究で家事
労働時間を用いるために生じる測定誤差バ
イアスの問題が小さくなるという利点もあ
った．分析の結果，貧しいほど健康に悪い食
事を行うという諸外国で見られる関係は日
本では必ずしも確認されないものの，中の下
階層において，母親が市場労働を行う場合に
おいて，健康に良くないとされる財の購入が
増えることが分かった．「母親の就労が家計
生産に与える影響」として『経済研究』に掲
載した（2011 年）． 
 ３つ目に，豊かさが生まれてくる子どもの
健康状態を左右するという結果を発表した．
ここでいう豊かさは一時的な所得の上昇で
はなく，より長期的な豊かさであることが重
要であることが分かった．すなわち，蓄積さ
れた豊かさが，世代を超えて世帯員の健康状
態に影響を与えることを示した．分析では，
家計や親の観察できない選好をコントロー
ルするために，Two-way error component を
確率変数として捉えたモデルを推定した．こ
の成果は「親の失業が新生児の健康状態に与
える影響」として『日本労働研究雑誌に掲載
した（2010 年）． 
 
【仮説(3)の検証】 
 豊かな者ほど健康であるのか，資産格差が
健康格差をもたらしているのかについて，日
本の個人パネルデータに基づき分析した．分
析は，健康状態について 4段階（悪い，普通，
良い，大変良い）で回答された変数を過去 5
年間の平均資産を含む様々な属性に回帰し
た．説明変数の一つに前年の健康状態（先決
変数）を入れることで，個人の観察されない
属性により，資産から健康への因果関係が見
えなくなる脱落変数の問題を小さくし，同時
に，誤差項の系列相関を考慮したモデルを構
築した．分析の結果，豊かな者ほど健康であ
るという真の因果関係が存在することが明



 

 

らかになった． 
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